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墓
地
問
題
で
伺
書
提
出

厚
生
省
担
当
課
長
に
面
会

　
心
仏
で
は
、
去
る
三
月
の
墓
地
問
題
新
通
達
以
来
、
常
務
理
事
会
、
宗
教
法

人
対
外
委
員
会
等
で
検
討
し
て
き
た
が
、
新
通
達
の
疑
点
に
関
し
て
、
こ
れ
を

明
確
な
ら
し
め
る
た
め
厚
生
省
に
対
し
て
伺
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
、
去

る
五
月
十
一
日
午
前
中
、
対
外
委
の
倉
持
委
員
長
に
石
川
局
長
以
下
局
員
が
同

行
し
て
厚
生
省
環
境
整
備
課
長
に
面
会
し
、
次
の
通
り
の
伺
書
を
手
渡
し
た
の

で
近
く
回
答
が
寄
せ
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。

伺

圭
日

　
寺
有
墓
地
は
、
通
例
一
般
の
墓
地
と

異
な
り
、
所
有
者
で
あ
る
寺
院
が
、
そ

の
教
義
に
基
づ
く
儀
式
を
執
行
す
る
宗

教
施
設
で
あ
っ
て
、
埋
葬
（
蔵
）
と
い

う
死
体
又
は
露
骨
を
収
め
る
だ
け
の
施

設
で
は
な
い
。

　
寺
有
墓
地
を
使
用
し
得
る
者
は
、
そ

の
寺
院
の
教
義
を
信
奉
し
、
そ
の
寺
院

の
護
持
を
果
す
こ
と
を
約
束
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
寺
院
に
儀
式
と
し
て
の
仏

事
を
依
頼
す
る
者
、
即
ち
檀
家
に
限
ら

れ
て
い
る
の
は
仏
教
各
宗
の
教
義
か
ら

す
る
も
当
然
で
あ
り
、
わ
が
国
古
来
か

ら
の
慣
習
で
も
あ
り
、
現
に
［
般
に
認

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
従
っ
て
当
該
寺
院
の
教
義
を
信
奉
す

る
こ
と
を
取
止
め
、
寺
院
護
持
の
責
務

を
放
棄
し
、
仏
事
を
依
頼
し
な
く
な
っ

た
者
は
檀
家
で
は
な
く
な
る
の
で
、
仮

令
先
祖
伝
来
当
該
寺
院
の
所
有
す
る
墓

地
を
使
用
し
て
い
た
と
し
て
も
、
当
然

に
そ
の
使
用
を
継
続
す
る
こ
と
は
で
き

な
く
な
り
、
転
（
又
は
改
）
宗
に
因
る

改
葬
を
行
う
の
が
通
例
で
あ
り
、
既
成

の
慣
習
と
な
っ
て
い
る
。

　
右
に
述
べ
た
こ
と
は
寺
有
墓
地
管
理

上
の
宗
教
的
原
則
で
あ
っ
て
、
寺
院
が

こ
れ
を
破
れ
ば
、
宗
教
法
人
法
の
上
か

ら
は
目
的
外
行
為
と
な
り
、
宗
派
教
義

の
上
か
ら
は
違
犯
と
な
り
、
檀
信
徒
育

成
の
上
に
大
き
な
混
乱
を
生
ず
る
に
至

る
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
区
有
墓
地
に
関
す
る
限
り

当
該
寺
院
は
そ
の
教
義
に
基
づ
く
儀
式

を
伴
わ
な
い
埋
葬
（
蔵
）
を
行
わ
す
こ

と
が
不
可
能
な
の
だ
か
ら
、
単
な
る
埋

葬
（
蔵
）
の
依
頼
に
は
応
じ
ら
れ
ず
、

こ
れ
を
依
頼
さ
れ
た
場
合
は
原
則
と
し

て
拒
否
せ
ぎ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
新
通
達
は
、
寺
有
墓
地
に
関
し
て
は

寺
院
が
か
か
る
拒
否
を
行
う
こ
と
を
認

め
て
い
る
か
否
か
を
こ
こ
に
お
伺
い
す

る
次
矛
で
あ
る
。

　
な
お
法
馬
十
三
条
の
「
正
当
な
理

由
」
と
は
、
寺
有
墓
地
に
関
し
て
如
何

な
る
も
の
を
意
味
す
る
の
か
、
具
体
的

な
例
示
を
願
い
た
い
。

墓
地
の
法
律
不
備
改
正
へ

　
埼
玉
県
仏
、
全
仏
を
支
持

　
埼
玉
県
仏
教
会
と
社
団
法
人
「
埼
玉

自
彊
会
」
の
合
同
で
理
事
・
支
部
長
会

議
が
、
四
月
十
三
日
午
前
十
時
か
ら
浦

和
市
高
砂
町
の
自
彊
会
館
で
開
か
れ

た
。　
全
仏
か
ら
は
栗
本
総
務
局
長
が
出

席
、
墓
地
問
題
に
つ
い
て
経
過
報
告
、

厚
生
省
の
新
通
達
に
対
す
る
対
策
な
ど

を
の
べ
、
本
庄
市
大
正
院
の
墓
地
裁
判

特
集
号
の
「
埼
玉
仏
教
」
四
月
号
を
も

　
と
に
質
疑
応
答
の
後
、
全
国
的
な
問
題

　
な
の
で
、
全
日
本
仏
教
会
を
全
面
的
に

　
支
持
し
て
、
墓
地
管
理
者
に
対
し
て
の

　
み
｝
方
的
な
義
務
を
課
し
て
い
る
「
墓

　
地
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
」
の
不
備
改

　
正
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
埼
玉
県
仏
教
会
と
埼
玉
自
彊
会
の
三

　
十
五
年
度
事
業
と
予
算
は
、
埼
玉
自
彊

会
（
更
生
保
護
事
業
）
が
創
立
七
十
周

　
年
を
迎
え
た
の
で
、
そ
の
記
念
事
業
と

　
あ
い
ま
っ
て
次
の
よ
う
に
決
定
を
み

　
た
。

　
▼
仏
教
会
予
算
　
七
六
〇
、
○
○
○
円

　
事
業
　
教
化
①
委
員
会
の
充
実
強
化
、

　
　
研
究
事
項
の
委
員
分
担
、
　
「
埼
玉
仏

　
　
教
」
編
集
陣
の
清
新
化
。

　
　
②
布
教
講
習
会
・
仏
教
講
演
会
・
住

　
　
職
寺
族
講
習
会
な
ど
の
開
催

　
　
③
仏
教
婦
人
会
の
組
織
結
成

　
　
④
仏
教
研
究
室
（
セ
ン
タ
ー
）
設
置

　
⑤
宗
教
法
人
台
帳
の
整
備

　
▼
自
彊
会
予
算
一
、
三
三
〇
、
○
○
○
円

事
業
　
①
更
生
保
護
事
業
「
七
十
年
の

あ
ゆ
み
」
刊
行

　
②
更
生
保
護
宗
教
研
究
室
の
設
置
、

　
更
生
保
護
宗
教
協
会
へ
の
協
力

　
③
社
員
総
会
、
泡
影
慰
安
大
会
開
催

　
④
テ
レ
ビ
購
入
（
対
象
者
娯
楽
教
養
）

▼
埼
玉
自
彊
会
特
別
会
計
木
工
部
予
算

塔
婆
板
製
作
　
二
、
五
〇
〇
、
∩
（
∩
円

機
構
更
改
と
新
人
事
を
決
定

関
西
事
務
局
運
営
委
開
く

　
去
る
五
月
四
日
知
恩
院
華
頂
会
館
で

関
西
事
務
局
運
営
委
員
会
が
開
か
れ
た

結
果
、
次
の
通
り
決
定
さ
れ
、
同
二
十

日
開
催
の
全
仏
理
事
会
で
こ
の
決
定
が

承
認
さ
れ
た
。

の
昭
和
三
十
五
年
度
、
三
十
六
年
度

　
「
全
目
本
仏
教
会
関
西
事
務
局
」

　
を
「
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
」
が
担
当

　
す
る
。

②
関
西
事
務
局
の
運
営
を
よ
り
効
果
的

且
、
円
滑
な
ら
し
め
る
た
め
、
教
化
部

　
及
び
審
議
部
の
二
部
門
を
増
設
す

　
る
。

な
お
、
事
務
局
構
成
人
事
は
次
の
通
り

き
ま
っ
た
。

事
務
総
長
　
阿
部
慶
昭
、
　
組
織
部
長

渡
辺
俊
英
、
国
際
部
長
　
佐
藤
孝
全
、

教
化
部
長
　
心
山
義
繁
、
審
議
部
長

深
貝
一
一
、
総
務
部
長
　
林
英
信
、
主

享
井
原
一
道
、
同
梶
原
隆
也
、
同

桑
原
賢
麿
、
書
記
　
桂
松
青
轡

解
放
農
地
問
題
調
査
会
法
案

衆
院
を
通
過
参
院
に
ま
わ
る

　
寺
院
解
放
農
地
補
償
の
件
に
つ
い
て

は
、
か
ね
て
よ
り
、
全
仏
宗
教
法
人
法

対
外
委
員
会
に
お
い
て
調
査
、
研
究
を

な
し
、
先
般
関
係
各
加
盟
団
体
に
対
し

衆
、
参
両
院
議
長
宛
に
請
願
三
一
出
方

を
依
頼
し
、
運
動
の
推
進
に
資
す
べ
く

計
画
中
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
問
題
に
関

し
、
去
る
五
月
十
日
全
国
農
地
解
放
者

同
盟
で
は
、
全
国
都
道
府
県
会
長
を
中

心
と
し
て
、
参
議
院
対
策
特
別
委
員
総

会
を
開
催
し
、
四
月
五
日
衆
院
を
通
過

し
、
目
下
参
議
院
に
お
い
て
審
議
中
の

「
農
地
問
題
調
査
会
法
案
」
の
審
議
促

進
方
に
つ
き
、
関
係
両
院
議
員
諸
氏
に

現
況
を
聴
取
し
、
参
院
通
過
に
対
し
て

も
相
当
に
明
る
い
期
待
が
も
て
る
と
の

報
告
に
、
こ
の
際
特
段
の
推
進
方
を
依

頼
し
た
。

　
当
日
は
、
仏
教
関
係
者
で
、
代
表
と

し
て
前
々
か
ら
活
躍
し
て
い
る
人
々
の

出
席
も
あ
り
、
全
国
関
係
寺
院
の
地
域

組
織
へ
の
積
極
的
参
加
と
同
運
動
へ
の

協
力
方
の
要
請
が
あ
っ
た
。

　
因
に
当
日
は
、
曹
洞
宗
村
上
部
長
、

豊
山
派
久
保
埜
部
長
、
全
仏
別
所
部
長

が
出
席
し
て
、
総
会
の
模
様
を
傍
聴

し
、
終
了
後
幹
部
と
種
々
懇
談
し
た
。
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全
仏
事
務
報
告

昭
和
三
十
四
年

四
　
月

　
一
日
　
京
都
西
本
願
寺
で
仏
陀
ジ
ヤ

　
　
ヤ
ン
テ
イ
式
典
〇

　
三
日
　
静
岡
県
仏
講
演
会
に
斉
藤
栄

　
　
三
郎
氏
を
全
仏
講
師
と
し
て
派
遣

　
四
日
　
大
阪
中
央
公
会
堂
で
シ
ヤ
ヤ

　
　
ン
テ
イ
式
典
。
外
国
代
表
三
班
に

　
　
分
れ
、
九
州
、
中
国
、
東
北
、
化
陸
、

　
　
東
海
道
の
各
地
巡
廻
に
出
発
。

　
　
四
日
よ
り
六
日
ま
で
石
川
県
下
各

　
　
地
の
講
演
会
に
舟
橋
一
哉
、
香
月

　
　
乗
光
、
長
田
恒
雄
の
各
氏
を
全
仏

　
　
講
師
と
し
て
派
遣
。

　
五
日
　
福
岡
西
別
院
で
ジ
ヤ
ヤ
ン
テ

　
　
ィ
式
典
。

　
　
名
古
屋
金
山
体
育
館
で
同
式
典
。

　
六
日
　
静
岡
で
同
式
典
。

　
七
日
　
広
島
市
公
会
堂
で
同
式
典
。

　
八
日
　
鶴
見
総
持
寺
で
同
式
典
。

　
　
金
沢
市
東
別
院
で
同
式
典
。

　
　
山
形
市
公
会
堂
で
同
式
典
。

九
日
　
万
代
野
臥
東
京
帰
着
。

　
　
小
石
川
椿
山
荘
で
都
知
事
主
催
パ

　
　
ー
テ
ィ
出
席
。

十
八
日
目
国
際
委
員
会
（
チ
ベ
ッ
ト

　
　
問
題
等
）

　
十
九
目
　
十
九
日
頃
り
二
十
二
日
ま

　
　
で
山
形
県
下
各
地
講
演
会
に
結
城

　
　
令
聞
、
山
本
洋
一
両
氏
を
全
日
講

　
　
師
と
し
て
派
遣
。

　
二
十
日
　
常
務
理
事
会
（
チ
ベ
ッ
ト

　
　
問
題
で
声
明
発
表
）

五
　
月

　
二
日
　
福
井
県
武
生
市
講
演
会
に
全

　
　
仏
講
師
を
派
遣
。

　
八
日
　
八
・
九
両
日
岩
手
県
下
講
演

　
　
会
に
山
本
洋
一
氏
を
全
仏
講
師
と

　
　
し
て
派
遣
。

　
十
八
日
　
木
村
義
祐
氏
（
全
仏
代
表
）

　
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
行
き
壮
行
会
。
出

　
　
発
を
見
送
る
。

　
二
十
日
　
千
葉
県
仏
理
事
会
に
出
席

　
廿
八
日
　
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
実
兄
西
下

　
　
を
見
送
る
。

　
廿
九
日
　
タ
イ
大
僧
正
プ
ラ
・
．
ビ
プ

　
　
ン
タ
ム
長
老
よ
り
仏
像
一
体
贈
ら

　
　
れ
る
。
於
永
平
寺
別
院
。

　
晋
日
　
理
事
会
（
於
知
恩
院
、
決
算

　
　
承
認
の
件
他
）

六
　
月

　
五
日
差
神
奈
川
県
仏
総
会
に
出
席
。

　
　
全
仏
講
師
と
し
て
久
保
田
正
文
氏

　
　
派
遣
。

　
八
日
　
原
水
爆
禁
止
宗
教
者
懇
話
会

　
　
に
出
席
。

　
十
日
　
政
治
・
経
済
委
員
会
（
最
近

　
　
の
時
事
問
題
）

　
十
六
日
　
教
学
・
教
化
委
員
会
（
講

　
　
習
会
の
三
一
）

　
　
木
村
義
子
氏
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
よ
り

　
　
帰
国
。

　
二
十
日
　
仏
教
関
係
議
員
激
励
会

　
　
（
於
学
士
会
館
）

七
　
月

　
六
日
　
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
僧
日
本
仏
教
研

　
　
究
の
た
め
来
日
。
来
局
。

　
十
日
　
政
治
・
経
済
委
員
会
（
政
治

　
　
同
盟
の
件
）

　
十
八
日
　
仏
教
徒
会
議
準
備
打
合
会

　
　
（
於
知
恩
院
）

　
三
十
日
　
同
日
よ
り
翌
月
二
日
ま
で

　
　
の
仏
骨
結
集
（
千
葉
小
湊
）
に
出

　
　
席
。

八
　
月

　
二
日
　
同
日
よ
り
四
日
ま
で
矛
四
回

　
　
中
央
講
習
会
（
於
築
地
本
願
寺
）

　
四
日
　
宗
教
法
人
法
問
題
専
門
委
員

　
　
会
（
改
正
問
題
他
）

　
六
日
　
原
爆
犠
牲
者
追
悼
法
要
（
於

　
　
浅
草
本
願
寺
）

　
十
二
日
　
政
治
・
経
済
委
員
会
（
政

　
　
治
同
盟
の
件
他
）

　
二
十
日
　
各
種
委
員
会
合
同
会
議

　
　
（
教
学
・
教
化
、
組
織
、
総
務
、

　
　
国
際
、
社
会
・
平
和
各
委
員
出

　
　
席
。
仏
教
徒
会
議
の
件
）

　
廿
四
日
　
評
議
員
会
（
於
築
地
本
願

　
　
寺
、
役
員
改
選
の
件
他
）

九
　
月

　
二
日
　
英
交
百
科
委
員
会
。

　
　
釈
尊
二
千
五
百
年
祝
典
常
任
実
行

　
　
委
員
会
（
決
算
の
件
他
）

四
日
理
事
会
（
理
事
長
、
常
務
理

　
　
事
互
選
の
件
他
）

　
　
神
奈
川
県
仏
理
事
会
に
出
席
。

　
七
日
　
石
橋
湛
山
氏
訪
中
に
あ
た
り

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
託
し
、
羽
田
に
見

　
　
送
る
。

　
十
三
日
　
ブ
ラ
ジ
ル
よ
り
母
国
観
光

　
　
団
来
日
（
仏
教
関
係
）
出
迎
。

　
十
六
日
　
社
会
・
平
和
、
政
治
・
経

　
　
済
合
同
委
員
会
（
神
冨
特
別
措

　
　
置
、
政
治
同
盟
等
そ
の
他
）

　
十
七
日
中
中
解
離
篤
氏
訪
中
壮
行
会

　
　
に
出
席
。

　
廿
八
日
　
セ
イ
ロ
ン
首
相
急
逝
。

　
　
大
使
館
に
弔
問
。

＋
　
月

　
一
日
　
岸
信
宏
副
会
長
渡
米
壮
行

　
　
会
。
羽
田
に
見
送
る
。

　
二
日
　
ペ
ナ
ン
仏
教
会
よ
り
伊
勢
湾

　
　
台
風
見
舞
の
入
電
。

　
五
日
　
宗
教
法
人
法
問
題
専
問
委
員

　
　
会
（
神
宮
特
別
立
法
反
対
そ
の
他
）

　
十
七
日
　
イ
ン
ド
蔵
相
来
日
歓
迎
。

　
廿
二
日
　
大
会
準
備
委
員
会
。

　
　
　
　
　
大
会
運
営
委
員
会
。

　
廿
三
日
　
同
日
よ
り
廿
五
日
目
で
第

　
　
七
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
京
都
知

　
　
恩
院
大
会
。

＋
　
一
月

　
四
日
　
神
奈
川
県
仏
講
習
会
（
大
雄

　
　
山
）
に
出
席
。

　
七
日
　
関
東
学
生
英
語
弁
論
大
会
に

　
　
出
席
。

　
十
三
日
　
自
民
党
宗
教
法
人
法
問
題

　
　
委
員
会
に
二
仏
阿
部
委
員
長
出
席

　
　
（
神
宮
保
護
措
置
、
宗
教
法
人
法

　
　
改
正
に
反
対
）

　
　
岸
副
会
長
ハ
ワ
イ
よ
り
帰
国
。

　
十
五
日
　
矛
五
回
全
国
仏
教
学
生
英

　
　
語
弁
論
大
会
に
出
席
。

　
廿
七
日
宗
教
法
人
法
問
題
協
議

　
　
会
（
関
西
側
、
於
知
恩
院
）

＋
二
月

　
二
日
　
各
種
委
員
会
合
同
会
議
（
大

　
　
会
決
議
処
理
問
題
）

　
三
日
　
英
文
百
科
委
員
会
。

　
十
二
日
越
ビ
ル
マ
国
民
へ
の
仏
像
開

　
　
眼
式
（
於
鎌
倉
大
仏
殿
）
に
出
席

　
十
七
日
　
千
葉
県
仏
役
員
総
会
に
出

　
　
席
。
　
（
於
成
田
山
）

　
廿
三
日
　
常
務
理
事
会
（
事
務
総
長

　
　
等
人
事
の
件
他
）

昭
和
三
十
五
年

一
　
月

　
十
一
日
　
太
田
理
事
長
ビ
ル
マ
へ
出

　
　
発
（
仏
像
捧
持
団
）

　
十
三
日
　
ラ
ー
ン
グ
ン
で
仏
像
贈
呈

　
　
式
。

　
二
十
日
　
太
田
理
事
長
帰
国
。

　
廿
三
日
　
常
務
理
事
会
（
新
年
度
本

　
　
会
運
営
の
件
他
）

　
　
神
奈
川
県
仏
理
事
会
に
出
席
。

　
廿
六
日
　
全
国
宗
務
総
長
会
議
（
於

　
　
知
恩
院
、
新
年
度
本
会
運
営
の
件

　
　
他
）

　
　
廿
九
日
　
福
井
県
仏
、
冨
山
野
仏

　
　
石
川
県
仏
へ
局
、
部
長
派
遣
。

　
　
（
県
仏
組
織
強
化
、
矛
八
回
仏
教

　
　
徒
会
議
の
件
）

二
　
月

　
一
日
シ
ン
・
イ
ン
ド
大
使
帰
国
を

　
　
見
送
る
。

　
四
日
　
セ
イ
ロ
ン
独
立
記
念
祝
賀
会

　
　
に
出
席
。

　
十
三
日
　
世
界
連
邦
建
設
同
盟
全
国

　
　
総
会
に
出
席
。
　
（
参
院
会
館
）

　
　
各
種
専
門
委
員
会
委
員
の
依
嘱
状

　
　
を
発
す
。

　
十
七
日
　
西
日
本
府
県
仏
教
会
長
会

　
　
議
（
於
知
恩
院
、
新
年
度
本
会
運

　
　
営
の
垂
垂
）

　
廿
三
日
　
米
人
バ
ジ
ェ
ッ
ト
氏
来
局

　
　
（
仏
教
研
究
の
為
来
日
）

　
廿
五
日
目
宗
教
法
人
対
外
委
員
会

　
　
（
墓
地
、
農
地
、
宗
教
調
査
等
の

　
　
件
他
）

　
　
組
織
・
教
化
委
員
会
（
運
営
方
針

　
　
他
）

　
廿
六
日
　
東
日
本
地
区
府
県
仏
、
団

　
　
体
代
表
者
会
議
（
新
年
度
本
会
運

　
　
営
の
件
他
）

　
廿
九
日
　
西
沢
浩
仙
師
葬
儀
に
列

　
　
席
。

三
　
月

　
十
日
　
四
天
王
寺
五
重
宝
塔
壁
画
開

　
　
眼
法
要
に
列
席
。

　
十
四
日
目
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
K
・
マ

　
　
イ
ン
ガ
ス
ト
氏
来
局
（
仏
青
運
動

　
　
視
察
で
来
日
）

　
廿
一
日
　
緊
急
会
議
（
墓
地
問
題
の

　
　
厚
生
省
新
通
達
に
関
し
て
協
議
、

　
　
在
京
常
務
理
事
、
対
外
委
員
等
出

　
　
席
。
）

　
　
墓
地
新
通
達
の
問
題
に
関
し
て
記

　
　
者
会
見
（
本
会
の
態
度
を
表
明
）

　
廿
二
日
　
ラ
ル
フ
・
パ
ン
チ
博
士
平

　
　
和
講
演
会
に
参
加
。

　
廿
六
日
　
常
務
理
事
会
（
新
年
度
事

　
　
業
計
画
、
予
算
、
墓
地
問
題
等
）

　
廿
九
日
号
評
議
員
会
、
理
事
会
（
新

　
　
年
度
事
業
計
画
、
予
算
等
）
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鯛
遡
軒
決
算
等
を
承
認

常
務
理
事
会
、
理
事
会
を
開
く

　
全
国
で
は
去
る
五
月
二
十
日
午
前
十

時
よ
り
常
務
理
事
会
、
同
十
一
時
よ
り

理
事
会
を
そ
れ
ぞ
れ
東
京
築
地
松
竹
会

館
で
開
催
し
、
次
の
通
り
審
議
決
定
を

行
っ
た
。

の
昭
和
三
十
四
年
度
歳
入
歳
出
決
算
承

認
の
件

　
こ
れ
に
つ
い
て
去
る
五
月
十
一
日
監

　
事
の
監
査
を
経
た
決
算
書
に
つ
い
て

　
栗
本
局
長
よ
り
詳
細
な
報
告
説
明
が

　
行
な
わ
れ
、
監
事
藤
川
博
氏
（
代
理

　
植
松
氏
）
よ
り
監
査
の
結
果
に
つ
い

　
て
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
承
認
し
た

　
ま
た
、
去
る
三
月
の
評
議
員
会
で
承

　
認
さ
れ
た
通
り
、
こ
れ
を
文
書
を
以

　
つ
て
評
議
員
に
報
告
す
る
こ
と
を
諒

　
解
し
た
。

②
加
盟
承
認
の
件

　
㈲
福
井
県
仏
教
会
加
盟
を
承
認
。

　
⑧
現
在
準
備
中
の
連
絡
あ
る
冨
山
県

　
　
仏
に
つ
い
て
は
、
正
式
申
込
あ
り

　
　
次
オ
こ
れ
の
加
盟
承
認
を
行
う
こ

　
　
と
を
決
定
し
た
。

⑤
関
西
導
務
局
の
機
構
更
改
と
新
人
事

（
本
紙
別
報
）
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
承

認
し
た
。

ω
才
八
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
の
そ
の

後
の
準
備
状
況
、
接
渉
過
程
に
つ
き
狩

野
局
長
、
吉
井
部
長
よ
り
報
告
が
行
わ

れ
、
こ
れ
を
諒
承
し
た
。

◎
墓
地
問
題
に
つ
い
て
、
伺
書
（
厚
生

省
宛
、
本
紙
別
報
）
提
出
等
そ
の
後
の

経
過
並
び
に
現
状
に
つ
き
報
告
が
あ
り

こ
れ
を
諒
承
し
た
。

㈲
全
国
農
地
解
放
者
同
盟
総
会
（
五
月

十
日
開
催
）
の
状
況
報
告
が
あ
っ
た
。

の
宗
教
法
人
法
問
題
委
開
催
（
靖
国
神

社
問
題
）
の
件
報
告
が
あ
っ
た
。

⑤
日
本
宗
教
連
盟
の
事
務
局
担
当
団
体

と
な
っ
た
こ
と
の
報
告
を
諒
承
。

②
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
人
遺

骨
遙
還
運
動
に
つ
き
そ
の
後
の
経
過
並

び
に
現
状
報
告
が
山
都
長
よ
り
行
わ
れ

諒
解
し
た
。

因
み
に
当
日
出
席
理
事
は

　
太
田
淳
昭
、
重
永
潜
、
木
全
大
孝
、

神
田
尚
順
、
竹
村
教
智
、
平
林
宥
高
、

千
々
和
宝
天
、
常
光
浩
然
、
来
馬
道
断

小
林
大
魚
、
長
岡
慶
信
、
宮
谷
法
含
、

山
本
杉
、
増
永
霊
鳳
、
三
原
信
一
、
寺

西
玄
、
岡
野
正
道
、
村
上
道
隆
、
芳
賀

達
宗
、
森
宗
馬
引
、
摩
尼
‘
清
之
の
各
氏

（
含
委
任
状
）

国
際
委
員
会

委
員
長
に
中
山
理
々
師

　
全
仏
で
は
五
月
十
六
日
午
後
二
時
か

ら
東
京
築
地
本
願
寺
特
別
室
に
お
い
て

十
一
名
の
出
席
者
を
得
て
本
年
度
オ
一

回
国
際
委
員
会
を
開
催
し
左
記
案
件
に

つ
い
て
約
一
時
間
半
に
わ
た
っ
て
熱
心

に
協
議
し
た
。
　
一
、
委
領
会
の
運
営

に
つ
い
て
　
二
、
才
八
回
全
日
仏
会
議

に
つ
い
て
　
三
、
オ
六
回
世
界
仏
教
徒

会
議
に
つ
い
て
　
四
、
そ
の
他
の
件
、

会
は
ま
つ
先
般
逝
去
し
た
前
委
員
長
伊

藤
述
史
氏
の
冥
福
を
祈
り
起
立
黙
濤

し
、
終
っ
て
委
員
長
に
中
山
理
々
師
、

副
委
員
長
に
木
村
日
紀
、
赤
松
常
子
、

菅
原
恵
慶
の
三
聖
を
そ
れ
ぞ
れ
互
選
し

た
。
つ
い
で
委
員
長
欠
席
の
た
め
木
村

副
委
員
長
が
座
長
席
に
つ
い
て
議
事
に

入
っ
た
。
冒
頭
松
本
徳
明
委
員
よ
り
松

村
謙
三
氏
を
W
F
B
名
誉
会
長
に
推
薦

し
た
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り

石
川
局
長
よ
り
推
薦
ま
で
の
経
過
説
明

が
あ
り
諒
承
し
た
。
つ
い
で
矛
八
回

全
日
本
仏
教
徒
会
議
に
国
際
局
と
し
て

提
出
す
る
議
案
に
つ
い
て
は
二
、
三
意

見
も
あ
っ
た
が
具
体
的
な
提
案
も
な
い

の
で
オ
六
回
世
界
仏
教
徒
会
議
に
関
連

あ
る
問
題
と
し
て
、
次
期
オ
七
回
世
界

仏
教
徒
会
義
か
開
催
さ
れ
る
国
に
つ
い

て
の
日
本
側
の
希
望
案
を
オ
六
回
カ
ン

ボ
ジ
ア
大
会
に
持
参
し
、
若
し
他
に
開

催
国
の
候
禰
が
無
い
場
合
に
の
み
、
日

本
側
の
希
望
案
と
し
て
ア
メ
リ
カ
開
催

を
提
案
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　
な
お
当
日
出
席
の
委
貝
の
希
望
と
し

て
ア
メ
リ
カ
本
土
の
開
申
本
部
側
と
一

応
開
催
の
意
同
あ
り
ゃ
否
や
を
打
診
す

る
こ
と
が
要
皇
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
件

の
中
で
、
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
遺
骨
収

集
」
並
に
「
総
持
寺
貫
主
孤
峯
禅
師
の

九
月
渡
米
を
全
仏
代
表
と
し
て
、
派
遣

す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
承
認

さ
れ
午
後
三
時
半
散
解
し
た
。
出
席
委

員
は
、
赤
松
常
子
、
村
野
宣
忠
、
松
浦

竜
ば
ん
、
壬
生
照
順
、
松
本
徳
明
、
桜

井
栄
章
、
永
田
正
義
、
木
村
日
紀
、
小

谷
淡
雲
、
菅
原
恵
慶
、
木
村
義
祐
の
各

氏
、
太
田
理
事
長
、
局
量
長
。

社
会
問
題
委
員
会

開
催
さ
る

　
矛
一
回
社
会
問
題
専
門
委
員
会
は
、

五
月
九
日
午
後
二
光
年
り
築
地
サ
ボ
イ

で
開
か
れ
た
。

太
田
理
事
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
狩
野

局
長
よ
り
説
明
あ
り
、
次
い
で
夫
々
左

の
よ
う
に
各
委
員
よ
り
指
示
と
意
見
が

あ
っ
た
。

　
な
お
、
委
弓
長
の
選
任
に
つ
い
て
は

事
務
局
に
一
任
と
決
定
し
た
。

◎
　
金
沢
大
会
で
は
安
保
問
題
に
つ
い

て
賛
否
に
か
か
わ
ら
ず
論
議
の
中
心
点

を
公
正
に
且
つ
克
明
に
解
説
し
て
一
般

仏
教
徒
に
知
ら
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

◎
　
裁
判
不
党
の
オ
三
者
を
助
言
者
と

し
て
金
沢
大
会
で
討
議
す
る
必
要
が
あ

る
。
◎
　
伊
勢
神
宮
及
び
靖
国
神
社
国
営
問

題
は
寺
院
側
で
も
之
に
賛
成
し
て
い
る

も
の
が
あ
る
が
、
仏
教
界
と
し
て
の
立

場
を
決
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

◎
　
建
国
記
急
日
に
つ
い
て
は
、
建
国

記
念
日
そ
の
も
の
と
二
月
十
一
日
と
い

う
日
と
は
別
に
論
ず
べ
き
聞
題
で
あ
る

等
々
提
議
が
あ
っ
た
。

　
な
お
、
摩
尼
委
員
よ
り
「
専
門
委
員

会
員
浴
仏
当
局
の
決
定
事
項
に
つ
い
て

は
、
全
国
の
各
組
織
に
徹
底
せ
し
め
る

た
め
二
仏
通
信
を
質
量
共
に
拡
充
せ

よ
」
と
の
提
案
あ
り
、
四
時
散
会
し

た
。仏

教
興
隆
の
方
策
を
協
議

在
京
有
志
会
合
を
重
ぬ

　
過
日
、
東
京
会
館
に
お
い
て
「
正
力

氏
を
囲
む
会
」
の
席
上
申
合
せ
た
「
仏

教
復
興
運
動
」
の
推
進
に
関
し
、
去
る

五
月
四
日
、
同
十
九
日
の
両
日
、
世
話

人
会
を
開
き
具
体
策
を
検
討
し
た
。

矛
一
回
の
会
合
に
お
い
て
は
、
「
正
力

氏
の
熱
意
と
努
力
に
応
え
、
教
界
と
し

て
も
之
を
機
会
に
強
力
な
る
復
興
運
動

を
展
開
す
べ
し
」
と
の
決
議
を
全
員
一

致
で
了
承
。
更
に
之
が
具
体
策
に
つ

き
、
矛
二
回
会
合
を
十
九
日
、
築
地
サ

ボ
イ
で
開
催
、
先
ず
栗
本
局
長
よ
り
、

現
在
の
仏
教
界
に
お
い
て
「
何
を
ど
う

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
に
つ
い
て

具
体
的
提
案
を
求
め
、
之
に
対
し
夫
々

左
の
よ
う
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

「
現
在
の
テ
レ
ビ
放
送
の
仕
方
で
は
、

時
代
に
適
応
し
た
説
得
力
が
な
い
」

「
宗
教
放
送
で
は
時
間
と
番
組
内
容
を

よ
く
研
究
せ
よ
」

「
仏
教
界
関
係
者
で
、
教
化
方
面
に
特

技
を
持
つ
専
門
家
を
糾
合
し
て
更
に
具

体
的
対
策
を
講
ぜ
よ
」
等
々
。

　
な
お
「
一
般
世
間
が
期
待
し
う
る
努

力
と
熱
意
を
仏
教
界
が
先
ず
示
す
こ
と

が
先
決
問
題
で
あ
る
」
が
こ
の
問
題
は

重
要
で
あ
る
か
ら
今
後
な
お
時
間
を
か

け
て
検
討
し
、
拡
大
す
る
た
め
会
合
を

重
ね
て
行
く
べ
き
で
あ
る
と
云
う
結
論

に
達
し
た
。

カ
ラ
チ
仏
陀
祭
へ

　
　
露
仏
会
長
祝
辞

　
過
般
西
パ
キ
ス
タ
ン
の
カ
ラ
チ
に
お

い
て
盛
大
な
仏
陀
ヂ
ヤ
ヤ
ン
テ
イ
が
開

催
さ
れ
た
が
、
全
仏
で
は
会
長
名
に
よ

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
及
び
仏
教
論
文
を
送
っ

た
。
な
お
両
国
の
友
好
親
善
を
益
々
深

め
る
意
味
で
全
仏
で
は
近
く
観
世
音
菩

薩
像
一
議
を
贈
る
よ
う
に
考
慮
中
で
あ

る
。

セ
イ
ロ
ン
絵
画
展
覧
会

　
五
月
初
旬
来
日
し
た
セ
イ
ロ
ン
芸
術

協
会
々
長
ウ
イ
プ
ラ
サ
ー
ラ
比
丘
は
自

身
及
同
会
員
揮
毫
に
よ
る
絵
画
百
選
十

点
を
持
参
し
、
こ
の
た
び
展
覧
会
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
仏
教
讃
仰

会
（
理
事
長
中
山
理
々
師
）
主
催
、
再

試
後
援
の
も
と
来
る
六
月
三
日
よ
り
五

日
ま
で
の
三
日
間
東
京
銀
座
尾
張
町
日

本
堂
時
計
店
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い

て
開
催
す
る
。

’
滴
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靖
国
神
社
国
家
保
護
に
つ
い
て

宗
教
法
人
法
問
題
委
で
検
討
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最
近
靖
国
神
社
国
家
保
護
に
つ
い
て
、
靖
国
神
社
当
局
や
日
本
遺
族
会
心
を

中
心
に
国
会
に
対
す
る
請
願
運
動
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
来
る
金
沢
大
会
に

も
こ
の
問
題
に
関
し
て
の
提
案
が
出
さ
れ
て
い
る
等
の
状
況
に
鑑
み
て
、
全
仏

で
は
宗
教
法
人
法
問
題
専
門
委
員
会
（
委
員
長
阿
部
竜
伝
氏
）
を
五
月
二
十
三

日
築
地
本
願
寺
に
開
催
し
て
協
議
を
行
っ
た
。

　
太
田
事
理
長
挨
拶
の
後
、
阿
部
委
員

長
よ
り
委
員
会
開
催
趣
旨
と
慎
重
討
議

の
要
望
が
あ
っ
た
後
、
大
谷
螢
潤
氏
よ

り
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
国
会
に
お
け

る
現
状
が
報
告
さ
れ
た
。
大
谷
報
告
の

要
旨
は

　
「
こ
れ
は
参
院
文
教
委
員
会
で
請
願

　
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
請
願
趣
旨

　
（
国
家
の
平
和
と
安
全
に
殉
じ
た
人

　
々
を
国
で
ま
つ
る
こ
と
）
は
，
尤
も
な

　
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
神
社

　
の
名
称
と
内
容
の
ま
ま
で
国
家
保
護

　
を
与
え
る
の
は
問
題
で
あ
り
、
神
社

　
の
名
称
を
と
り
（
例
え
ば
靖
国
廟
と

　
称
す
る
よ
う
に
）
、
如
何
な
る
宗
教

者
も
自
由
に
自
己
の
宗
教
信
仰
に
従

　
つ
て
礼
拝
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
こ

　
と
を
私
は
主
張
し
た
。
然
し
そ
の
時

　
は
あ
く
ま
で
「
神
社
」
で
行
く
と
の

　
主
張
だ
つ
た
。
そ
こ
で
「
宗
教
法

人
」
の
わ
く
か
ら
外
し
、
自
由
な
参

拝
を
許
し
て
数
年
間
そ
の
反
応
を
見

た
上
で
（
そ
の
間
国
家
保
護
は
し
な

　
い
で
）
爾
後
の
処
置
を
考
え
て
み

　
る
こ
と
を
私
は
主
張
し
た
。
し
か

し
そ
の
後
こ
の
問
題
は
未
解
決
の
ま

ま
委
員
会
も
開
か
れ
て
い
な
い
。
遺

族
の
感
情
を
尊
重
し
て
熟
考
す
べ
き

　
問
題
と
思
う
」

　
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
大
谷
報

告
を
も
と
に
し
て
日
本
遺
族
会
の
嘆
願

要
旨
を
発
表
し
た
後
、
本
委
員
会
の
一

般
協
議
に
入
っ
た
。

　
協
議
に
お
い
て
は
、
寺
院
の
檀
信
徒

の
中
に
多
数
の
遺
族
が
あ
る
こ
と
、
又

日
本
仏
教
の
現
実
の
姿
な
ど
に
立
脚
し

て
考
え
る
と
き
、
形
式
的
に
反
対
の
立

場
を
と
る
こ
と
は
｝
般
の
誤
解
や
反
擾

を
招
く
危
険
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
慎
重

論
が
出
さ
れ
た
。

　
委
員
会
で
は
更
に
深
く
多
面
的
な
検

討
を
加
え
る
必
要
あ
り
と
し
て
、
統
一

的
な
結
論
を
出
す
ま
で
に
は
至
ら
な
か

っ
た
が
、
大
要
次
の
諸
点
は
ほ
ぼ
一
致

し
て
確
認
さ
れ
た
。

　
ω
こ
れ
に
関
し
て
は
、
遺
家
族
の
心

　
情
を
尊
重
し
て
慎
重
に
善
処
す
る
こ

　
と
。

　
②
靖
国
神
社
に
国
家
保
護
を
加
え
る

　
場
合
は
こ
れ
を
宗
教
法
人
の
枠
か
ら

　
は
ず
し
、
宗
教
的
色
彩
を
払
拭
し
て

　
如
何
な
る
宗
教
者
も
自
由
に
自
己
の

　
宗
教
教
義
に
従
っ
た
儀
式
、
礼
拝
を

　
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
施
設
と

　
す
る
こ
と
。

③
名
称
に
つ
い
て
も
神
道
に
つ
な
が

る
こ
と
。
歴
然
た
る
「
神
社
」
等
の
名

称
は
用
い
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

④
現
実
の
問
題
と
し
て
靖
国
神
社
国

家
保
護
が
ひ
い
て
は
地
方
護
国
神
社

更
に
国
家
神
道
復
活
へ
の
前
ぶ
れ
と

な
る
危
険
が
な
い
と
は
云
え
な
い
の

で
、
民
主
々
義
、
信
教
の
自
由
と
い

う
原
則
的
な
立
場
を
忘
れ
ず
こ
の
問

題
に
対
処
す
る
こ
と
。
宗
教
法
人
の

枠
か
ら
は
ず
す
と
い
う
こ
と
が
や
が

て
の
「
神
道
は
宗
教
に
あ
ら
ず
」

流
の
立
場
へ
の
逆
行
と
な
ら
ぬ
よ
う

注
意
す
る
こ
と
。

遺
族
の
悲
願
実
現

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
遺
骨
送
還

　
　
　
六
月
中
に
母
国
へ
還
る

　
既
報
の
通
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ

ャ
カ
ル
タ
市
グ
ロ
ド
ツ
ク
ス
刑
務
所
並

び
に
そ
の
周
辺
の
収
容
所
等
に
お
い
て

刑
死
又
は
病
没
し
た
七
十
余
名
の
旧
日

本
軍
将
士
の
遺
骨
収
集
送
還
に
つ
い
て

は
、
そ
の
後
も
全
仏
と
し
て
同
運
動
促

進
方
に
つ
い
て
の
努
力
を
つ
づ
け
て
来

て
い
る
が
、
過
般
本
件
に
つ
い
て
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
側
の
正
式
許
可
も
あ
り
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
当
初
よ
り
尽
力
し
て

来
た
遺
族
と
共
に
同
慶
に
耐
え
な
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
去
る
四
月
丹
日
に
は
全

仏
国
際
局
で
は
柳
部
長
ら
が
外
務
省
並

に
厚
生
省
を
訪
れ
全
仏
会
長
名
に
よ
る

公
交
陳
情
書
と
共
に
遺
族
の
陳
情
書
多

数
を
添
え
て
本
件
の
促
進
方
の
依
頼
を

成
し
た
が
、
今
回
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府

の
多
大
の
協
力
を
得
て
在
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
日
本
大
使
館
が
中
心
と
な
っ
て
総
計

七
十
六
遺
骨
の
収
集
送
還
が
実
現
す
る

と
云
う
吉
報
が
厚
生
省
側
へ
も
た
ら
さ

れ
た
。
遺
骨
は
遅
く
と
も
六
月
中
に
は

内
地
に
送
還
さ
れ
る
模
様
で
あ
る
。
こ

れ
で
長
い
間
の
潰
家
族
の
悲
願
も
達
成

さ
れ
、
英
霊
も
母
国
に
安
ら
か
に
眠
る

こ
と
が
出
来
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で

あ
り
、
こ
れ
を
機
に
戦
争
の
傷
あ
と
が

速
や
か
に
消
え
去
る
こ
と
を
祈
っ
て
止

ま
な
い
次
矛
で
あ
る
。

　
な
お
五
月
二
十
日
午
後
六
時
四
十
分

羽
田
着
の
イ
ン
ド
航
空
機
に
て
ジ
ャ
カ

ル
タ
市
グ
ロ
ド
ツ
ク
ス
刑
務
所
に
て
刑

死
し
た
三
名
の
元
日
本
軍
兵
士
の
遺
骨

が
無
言
の
帰
国
を
し
た
。
当
日
は
駐
日

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
使
、
厚
生
省
4
1
揚
援

護
局
長
、
課
長
を
は
じ
め
、
遺
族
、
全

仏
国
際
部
長
ら
が
出
迎
え
た
。
空
港
ロ

ビ
ー
で
直
ち
に
遺
骨
の
受
渡
式
が
行
わ

れ
、
バ
ン
バ
ン
駐
日
イ
大
使
か
ら
厚
生

省
同
局
長
に
手
交
さ
れ
直
ち
に
厚
生
省

へ
向
つ
た
。
三
英
霊
は
当
分
の
間
厚
生

省
の
礼
拝
室
に
安
置
さ
れ
る
模
様
で
あ

る
。

学
界
の
総
力
を
結
集

大
正
新
道

　
　
　
大
蔵
経
刊
行

　
永
ら
く
絶
版
と
な
っ
て
い
た
大
正
新

脩
大
蔵
経
全
百
巻
は
故
高
宜
順
次
郎
博

士
、
故
渡
辺
海
旭
博
士
発
願
の
も
と
大

正
十
一
年
か
ら
昭
和
九
年
に
亘
る
満
十

三
年
を
経
て
完
成
し
た
仏
典
の
一
大
結

集
で
あ
る
が
こ
の
程
、
大
正
新
脩
大
蔵

経
刊
行
会
（
東
京
都
文
京
区
高
田
豊
川

町
三
七
）
で
は
関
係
仏
教
学
者
の
粋
を

集
め
て
東
洋
文
化
の
根
底
を
な
す
仏
教

思
想
を
広
く
世
界
に
紹
介
す
る
と
共
に

仏
教
精
神
の
発
揚
に
資
す
べ
く
新
た
に

大
正
工
部
大
蔵
経
全
八
八
巻
（
総
山

数
九
六
六
五
二
頁
、
一
億
九
千
余
万
本

の
活
字
を
排
印
し
た
最
大
量
を
誇
る
）

を
発
刊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
刊
行

会
で
は
ま
つ
矛
一
期
事
業
と
し
て
全
百

巻
の
う
ち
本
項
八
十
五
巻
及
び
昭
和
法

宝
目
録
三
巻
を
刊
行
す
る
こ
と
と
な

り
、
従
来
の
大
蔵
経
に
加
う
る
に
数
々

の
特
色
を
備
え
て
お
り
、
全
巻
完
成
の

暁
に
は
学
術
的
に
は
勿
論
社
会
的
に
も

す
こ
ぶ
る
意
義
深
い
も
の
と
各
界
か
ら

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
同
刊
行
会

で
は
目
下
矛
一
回
配
本
の
予
約
会
員
を

募
集
中
で
あ
る
。

　
故
伊
藤
述
史
氏
追
悼
会

　
先
般
逝
去
し
た
全
仏
国
際
委
員
会
委

員
長
伊
藤
述
史
氏
の
智
徳
と
そ
の
人
と

な
り
を
偲
ぶ
追
悼
会
（
代
表
十
河
信
二

氏
）
が
各
界
代
表
が
発
起
人
と
な
っ
て

五
月
廿
八
日
午
前
十
一
時
半
か
ら
東
京

上
野
精
養
軒
新
館
に
お
い
て
盛
大
に
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
シ
ャ
ム
版
三
蔵
経
の

　
　
　
　
　
斡
旋
方
を
依
頼

　
名
古
屋
大
、
山
梨
大
並
に
北
海
道
大

学
等
で
は
原
始
仏
教
の
研
究
に
必
要
で

あ
る
シ
ャ
ム
版
三
蔵
経
を
求
め
て
を
り

二
仏
へ
幹
春
方
申
越
し
た
の
で
、
国
際

局
で
は
種
々
の
用
件
で
タ
イ
の
バ
ン
コ

ッ
ク
へ
渡
る
国
際
委
員
藤
井
真
水
師
へ

同
一
蔵
経
に
つ
い
て
の
幹
旋
転
依
頼
状

を
宗
教
局
長
フ
ン
グ
・
ス
リ
ヴ
イ
チ
ヤ

ー
ン
氏
並
び
に
タ
イ
国
仏
教
会
長
ア
イ

エ
ム
・
サ
ン
ガ
ヴ
ア
シ
イ
氏
へ
手
交
す

る
よ
う
依
頼
し
た
。

　
　
あ
と
が
き

◎
　
政
治
面
で
は
安
保
問
題
を
め
ぐ
っ

て
国
会
は
ま
こ
と
に
遺
憾
な
こ
と
に
な

っ
た
。
社
会
面
で
は
雅
樹
ち
ゃ
ん
殺
し

に
象
徴
さ
れ
る
殺
伐
な
様
相
。
岩
戸
景

気
は
徒
ら
に
空
虚
な
消
費
欲
を
そ
そ
る

◎
　
仏
教
徒
の
社
会
的
青
任
の
自
覚
と

実
践
が
い
よ
い
よ
強
く
要
望
さ
れ
る
と

き
だ
。
矛
八
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
は

単
に
参
加
者
の
み
な
ら
ず
、
広
く
国
民

全
体
の
注
目
と
期
待
に
応
え
ね
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。

◎
　
現
代
に
生
き
る
仏
教
徒
の
あ
り
方

を
話
し
合
う
場
と
し
て
の
大
会
成
功
に

協
力
さ
れ
ん
こ
と
を
。


